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 　肥満や生活習慣病を予防するために、日本人の食生活の中でも脂
質の摂取に関する問題は、量だけでなく質をどうするかが重要であ
り、メタボリックシンドロームの原因となる肥満と食物との関係
を、培養細胞を使ったin vitroの系から動物を使ったin vivoの系の両
方から研究している。 　今年度は、脂質を構成する脂肪酸の種類と
その個々の生理作用を検討した。脂肪細胞とマクロファージの共培
養により、脂肪細胞は、脂肪酸を添加すると、単独よりもマクロ
ファージと相互作用することによって、炎症性サイトカインの放出
を増加し、その結果としてインスリン抵抗性を引き起こす可能性が
あること、また、脂質を構成する脂肪酸によってその影響が異な
り、n-3系のエイコサペンタエン酸はマクロファージとの相互作用
を低下することを報告した。また、食事中の脂質の種類によって肥
満やインスリン抵抗性に与える影響を動物レベルで検討し、脂肪酸
代謝との関連から検討している。 　 

 　It is important to investigate the appropriate 
fat intake for the prevention from obesity and 
life-style related diseases. Especially, we are 
investigating about the biological function of 
fatty acids and the relationship between the food 
and metabolic 
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教育内容 / Educational Pursuits

 学部では「代謝栄養学」、「応用栄養学」、「栄養学実験」を担
当している。 管理栄養士養成課程の基礎栄養学、応用栄養学にあ
たり、どのような食物をどれだけ摂取すればよいのかについて、科
学的根拠のもとに理解する知識と方法を教育している。卒業論文指
導は、研究の初歩としてのスキルを身につけ、論文としてまとめて
発表できることを目標としている。 大学院前期課程は「栄養化学
特論」「栄養化学特論演習」講義と演習を行っている。修士論文指
導では、与えられたテーマから、実験を組み立てて研究を進め、論
文を書くことを目標とする。 大学院後期課程は「分子栄養学」を
担当。博士課程では、将来は研究者として「独り立ち」できる人材
教育を目指している。 食べ物を化学的な物質として理解でき、科
学的根拠のある栄養学研究を担える人材を育てたい。

 Undergraduate course Nutrition and metabolism 
Practical nutrition Experiments of Nutrition 
Postdoctral course Nutrition chemistry Nutrition 
chemstry seminar Molecular nutrition seminar 

研究計画

 研究室では、肥満を基盤とする生活習慣病に関する影響をin vitro, in vivoの両方から、生理学的および生化学的に評価す
るシステムが確立できた。　食品成分の関連を研究する上で、その成分の誘導体の中に、さらに強い作用をもつものを探
すなど、有機合成分野との共同研究も進めている。 

メッセージ

 栄養化学は、食物と身体を科学する、生活に身近な基礎科学です。健康を維持し、生きていく生活の質（QOL)を向上さ
せるために、どのようなものをどれだけ食べればよいかということを、生物や化学の知識を利用して研究しています。 
TVの情報番組やCMに流されたり、食という身近な問題なのに、意外と正しい知識を身につけていない人が多いことに気
づかされます。食育が盛んな今、あらためて多くの人に食の大切さと、正しい知識を広めることの重要さを感じていま
す。
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